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誘電体再生装置および誘電体記
録再生装置

従来の誘電体再生装置より、再生速度向上が可能

従来、高密度大容量でランダムアクセスが可能な情報記録再生装置として、
磁気記録媒体を用いたハードディスクドライブが広く利用されている。ハードディ
スクドライブはさらなる大容量化のために、記録密度の向上が求められている
が、磁気媒体の熱擾乱により記録情報が乱されてしまうという問題がある。そ
こで、磁気記録よりも高密度化が期待できるものとして、誘電体材料を用い
た誘電体記録再生装置が提案されている。しかし、記録されたデータの再生
速度がMbpsオーダーであり、実用化のためには再生速度の向上が必要であ
るという課題がある。
本発明によって、再生速度を向上することができる誘電体再生装置および
誘電体記録再生装置を提供することが可能になった。本発明は、誘電体材
料から成るデータ記録層に形成された各ビットの分極状態を検出する時、加
熱手段により検出するビットの温度を上げることができることを特徴とする。これ
により、各ビットの非線形誘電率が大きくなるため、再生信号とノイズのSN比
が大きい再生信号を検出することができ、データの再生速度を向上することが
できる。
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検出しようとするデータ記録層の位置の温度を上げることに
より、SN比が大きい再生信号を検出可能

応用例

1.データ記録層
1a.ビット
10.誘電体再生装置
11.検出手段
11a.探針
12.加熱手段
13.再生手段
21.近接場光発生装置
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